
ここでちゃん

　「
仙
台
枝
豆
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
、

生
産
地
と
消
費
地
が
近
い
本
市
農
業
の

強
み
を
活
か
し
た
流
通
シ
ス
テ
ム
の
確

立
に
よ
り
、
早
朝
に
収
穫
し
た
新
鮮
な

枝
豆
を
、
そ
の
日
の
夕
方
に
は
飲
食
店
で

提
供
す
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　「
朝
採
り
の
鮮
度
」、「
良
質
」
と
い
っ

た
高
付
加
価
値
化
に
よ
り
生
産
者
の
収

益
増
加
に
つ
な
げ
、
市
内
の
飲
食
店
等

で
地
元
消
費
者
や
観
光
客
に
Ｐ
Ｒ
す
る

こ
と
に
よ
り
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を

図
り
ま
す
。

■
提
供
期
間
：

　
　７
月
２０
日
〜
１０
月
中
旬
予
定

■
提
供
飲
食
店
：
仙
台
枝
豆
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ま
た
は
ブ
ロ

グ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

　ま
た
、
今
年
度
は
こ
の
事
業
で
構
築

し
た
流
通
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
、
枝
豆

以
外
の
市
内
産
農
産
物
も
飲
食
店
に
提

供
す
る
予
定
で
す
。

【
農
政
企
画
課
農
食
ビ
ジ
ネ
ス
推
進
室

２
１
４
‐
８
２
６
６
】

　東
北
農
政
局
に
よ
る
仙
台
東
地
区
の

ほ
場
整
備
事
業
は
、
昨
年
度
末
ま
で
に
、

全
体
の
半
分
に
あ
た
る
約
１
０
０
０

ｈａ
で
工
事
が
完
了
し
、
今
年
春
に
は
新

た
に
約
５
０
０
ｈａ
で
営
農
が
再
開
さ
れ

ま
し
た
。

　大
区
画
化
さ
れ
た
農
地
も
含
め
、
仙

台
東
地
区
の
豊
か
な
秋
の
実
り
が
待
た

れ
ま
す
。

　今
後
は
、
話
題
の
新
品
種
「
だ
て
正

夢
」
等
の
宮
城
米
を
は
じ
め
と
し
た

様
々
な
作
物
が
生
産
さ
れ
、
地
域
農
業

が
よ
り
発
展
し
て
い
く
よ
う
、
平
成
３０

年
度
末
ま
で
の
工
事
完
了
を
目
指
し
、

着
実
な
農
地
基
盤
整
備
事
業
推
進
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

【
農
林
土
木
課
ほ
場
整
備
推
進
室

２
１
４
‐
７
３
２
８
】
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　一
般
財
団
法
人
日
本
穀
物
検
定
協
会

に
お
け
る
食
味
ラ
ン
キ
ン
グ
で
、
平
成

２８
年
産
ひ
と
め
ぼ
れ
が
「
Ａ
」
評
価
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　平
成
２９
年
産
ひ
と
め
ぼ
れ
の
食
味
ラ

ン
キ
ン
グ
「
特
Ａ
」
獲
得
の
た
め
に
、

宮
城
米
食
味
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
向
け
、

収
穫
時
に
は
次
の
２
点
を
ふ
ま
え
な
が

ら
作
業
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

■
出
穂
後
の
気
温
等
に
基
づ
く
適
期
刈

り
取
り
の
励
行

　刈
り
取
り
の
遅
れ
は
食
味
低
下
の
要

因
と
な
り
ま
す
。
刈
り
取
り
適
期
内
に

あ
っ
て
も
で
き
る
だ
け
早
め
に
刈
り
取

り
ま
し
ょ
う
。

　※
参
考

　ひ
と
め
ぼ
れ
の
積
算
気
温

に
よ
る
刈
り
取
り
適
期
の
目
安
は
早
限

９
４
０
℃
〜
晩
限
１
１
０
０
℃
で
す
。

■
良
食
味
米
に
仕
上
げ
る
乾
燥
調
製
の

徹
底　過

乾
燥
は
胴
割
れ
米
の
増
加
や
光
沢

の
低
下
に
よ
る
品
質
低
下
、
食
味
の
低

下
を
招
き
や
す
く
な
り
ま
す
。
適
正
な

送
風
温
度
の
順
守
、
き
め
細
か
い
水
分

測
定
を
行
い
、
過
乾
燥
を
防
止
し
ま

し
ょ
う
。

【
農
業
振
興
課
生
産
振
興
係

２
１
４
‐
８
３
３
５
】

市
内
産
枝
豆
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を

目
指
し
「
仙
台
枝
豆
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
進
め
て
い
ま
す
！

新
た
な
ほ
場
で
営
農
が
再
開
さ

れ
て
い
ま
す

平
成
29
年
産
ひ
と
め
ぼ
れ

「
特
Ａ
」
奪
還
へ
！

▲大区画化されたほ場

Facebook  URL
https://facebook.com/
sendaiedamame/

ブログ　URL
https://ameblo.jp/
sendai-edamame/

費  用

対象者

無料

・認定農業者
・農地所有適格法人
・農林漁業者3戸以上で構成する
  任意団体
・保健所の営業施設の許可・登録
  を取得している農林漁業者

年度内5回まで派遣回数

例

対象者

農産物の加工製造・販売に必要な機材等の購入費用 商品開発・販路拡大に必要な費用

・加工製造機械
　（野菜乾燥機、真空包装機等）
・販売機材
　（ショーケース、レジスター等）

・認定農業者　・認定新規就農者
・農地所有適格法人
・農林漁業者３戸以上で構成する任意団体
・保健所の営業施設の許可・登録を取得している農業者
上記のうち市や国、県の6次産業化の人材育成講座や専門家派遣等を利用している方、もしくは
今年度中に利用する予定の方

経費の1/2以内（上限100万円）

・マーケティング費
　（調査費、展示会への出展費、旅費等）
・パッケージ開発費
　（デザイン、ネーミング開発費等）

経費の1/2以内（上限10万円）補助率

▲草刈を共同活動で実施
（太白区秋保町境野）

仙 台 市 農 政 だ よ り平成２９年８月 第 １９５ 号 　⑷

　改
正
農
業
委
員
会
法
が
平
成
２８
年

４
月
か
ら
施
行
さ
れ
、「
農
業
委
員
」

の
選
出
方
法
が
、
選
挙
制
と
市
長
に

よ
る
選
任
制
（
議
会
・
農
業
団
体
推

薦
）
か
ら
、
市
議
会
の
同
意
を
要
件

と
す
る
市
長
に
よ
る
任
命
制
へ
変
更

に
な
り
ま
し
た
。

　市
で
は
平
成
３０
年
７
月
１４
日
の
任

期
満
了
日
ま
で
現
職
の
農
業
委
員
が

業
務
を
担
い
、
そ
の
満
了
日
ま
で
に

次
期
農
業
委
員
を
新
た
な
方
法
で
選

出
し
ま
す
。

　ま
た
、
農
業
委
員
会
が
委
嘱
す
る

「
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
」
が

新
設
さ
れ
ま
す
。
担
当
区
域
に
お
い

て
、
①
人
・
農
地
プ
ラ
ン
な
ど
、
地

域
農
業
者
等
に
よ
る
話
し
合
い
の
推

進
、
②
農
地
利
用
の
集
積
・
集
約
化

の
推
進
、
③
遊
休
農
地
の
発
生
防

止
・
解
消
の
推
進
、
と
い
っ
た
現
場

活
動
を
行
う
予
定
で
す
。

　農
業
委
員
会
の
事
務
は
、
①
農
地

法
等
に
よ
り
そ
の
権
限
に
属
さ
せ
た

事
項
に
加
え
、
新
た
に
②
農
地
等
の

利
用
の
最
適
化
（
担
い
手
へ
の
農
地

利
用
の
集
積
・
集
約
化
、
遊
休
農
地

の
発
生
防
止
・
解
消
、
新
規
参
入
の

促
進
）
の
推
進
が
加
わ
り
ま
し
た
。

【
農
業
委
員
会
事
務
局

２
１
４
‐
４
３
０
８
】

【
農
政
企
画
課
企
画
調
整
係

２
１
４
‐
８
２
６
５
】

■
６
次
産
業
化
に
関
す
る
専
門
家
を

派
遣
し
ま
す

　パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
、
Ｈ
Ｐ
の

作
成
、
商
品
等
の
チ
ラ
シ
作
成
、
販

促
の
た
め
の
装
飾
、
レ
シ
ピ
開
発
、

販
路
拡
大
な
ど
に
関
す
る
指
導
や
助

言
を
行
う
専
門
家
を
派
遣
し
ま
す
。

■
６
次
産
業
化
に
必
要
な
経
費
を
補

助
し
ま
す

　農
産
物
の
加
工
製
造
・
販
売
に
必

要
な
機
材
等
の
購
入
費
用
や
、
商
品

開
発
・
販
路
拡
大
に
必
要
な
費
用
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。

　そ
れ
ぞ
れ
の
詳
細
は
、
左
記
へ
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

【
農
政
企
画
課
農
食
ビ
ジ
ネ
ス
推
進
室

２
１
４
‐
８
２
６
６
】

　多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
制
度
は
、

農
地
の
維
持
の
ほ
か
、
水
路
の
草
刈

り
・
泥
上
げ
、
農
道
の
路
面
維
持
、

施
設
の
軽
微
な
補
修
、
花
の
植
栽
に

よ
る
景
観
形
成
等
、
地
域
の
共
同
活

動
を
支
援
す
る
制
度
で
す
。

　現
在
、
市
内
で
は
、
４８
組
織
が
農

業
振
興
地
域
内
の
農
用
地
区
域
に
お

い
て
活
動
し
て
お
り
、
水
路
・
農
道

等
の
保
全
管
理
に
大
き
な
成
果
を
挙

げ
て
い
ま
す
。

　市
で
は
、
今
後
も
農
業
・
農
村
の

有
す
る
多
面
的
機
能
の
維
持
・
発
揮

の
た
め
、
地
域
の
共
同
活
動
に
対
し

て
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　来
年
度
以
降
、
新
た
に
取
り
組
み

を
お
考
え
の
地
域
の
方
は
、
左
記
ま

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
農
業
振
興
課
地
域
支
援
係

２
１
４
‐
８
３
３
４
】

農
業
委
員
会
制
度
が

　
　
　
　
　変
わ
り
ま
し
た

６
次
産
業
化
へ
の
支
援

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
制

度
に
よ
り
地
域
の
共
同
活
動

を
支
援
し
ま
す



上限額

対象経費

経費の1/2以内で
　　　開設：30万円　　　
　　　修繕：15万円
　　（ただし、予算の範囲内とする）

土地整備費、井戸工事費、看板設置費、駐車場整備費、休憩場所
及びトイレ設置費　等

概ね10a以上の農園面積であること、入園契約等を締結すること、
修繕の場合は過去にこの助成を受けていないこと　等要　件

▲レクリエーション農園の様子

平成２９年８月⑶ 　第 １９５ 号

　市
で
は
、
潤
い
と
や
す
ら
ぎ
を
求

め
る
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
農
業

へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
農
園
の
開
設
や

運
営
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　新
た
に
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
農
園

を
開
設
す
る
場
合
や
修
繕
を
行
う
場

合
に
は
、
経
費
の
一
部
助
成
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　ま
た
、
市
政
だ
よ
り
や
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
、
利
用
希
望
者
へ
の
情

報
発
信
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
掲

載
を
ご
希
望
の
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

　な
お
、
農
振
農
用
地
区
域
内
で
は

開
設
が
難
し
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
農
政
企
画
課
農
食
ビ
ジ
ネ
ス
推
進
室

２
１
４
‐
８
２
６
６
】

　「
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
」
は
、 

「
農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す
る

法
律
」（
農
振
法
）
に
基
づ
き
、
優

良
な
農
地
を
保
全
す
る
と
と
も
に
、

農
業
振
興
の
た
め
の
各
種
施
策
を
計

画
的
に
実
施
す
る
た
め
、
市
町
村
が

定
め
て
い
る
総
合
的
な
農
業
振
興
の

計
画
で
す
。

　市
で
は
昭
和
４７
年
度
に
計
画
を
策

定
後
、
過
去
３
回
見
直
し
を
行
っ
て

お
り
、
現
行
の
計
画
は
平
成
２０
年
に

見
直
し
し
た
も
の
で
す
。

　今
般
、
現
行
計
画
の
策
定
か
ら
８

年
が
経
過
し
て
お
り
、
社
会
経
済
情

勢
、
農
業
情
勢
が
変
化
し
て
き
た
こ

と
等
を
踏
ま
え
、
現
行
計
画
の
見
直

し
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

■
農
用
地
利
用
計
画
変
更
事
前
申
出

書
の
受
付
に
つ
い
て

　市
で
は
、「
農
用
地
区
域
」
か
ら

の
除
外
（
農
振
除
外
）
等
に
か
か
る

事
前
申
出
書
を
年
２
回
（
５
月
、
１１

月
）
受
付
し
て
い
ま
す
。
今
回
、
計

画
見
直
し
に
着
手
す
る
こ
と
か
ら
、

従
来
の
受
付
期
間
で
あ
る
平
成
２９
年

１１
月
分
に
つ
い
て
は
、
計
画
見
直
し

の
中
で
併
せ
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
、

平
成
３０
年
１
月
ま
で
受
付
い
た
し
ま

す
。
ま
た
、
平
成
３０
年
５
月
分
以
降

に
つ
い
て
は
、
計
画
見
直
し
作
業
の

た
め
、
事
前
申
出
書
の
受
付
を
停
止

し
ま
す
。
な
お
、
事
前
申
出
書
を
受

付
し
た
場
合
で
も
、
検
討
の
結
果
、

農
振
除
外
が
で
き
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す（
※
）。

●
受
付
締
切

　
　平
成
３０
年
１
月
３１
日（
水
）

●
提
出
先
＝
農
政
企
画
課

※
農
振
法
第
１０
条
に
よ
り
、
１０

　以

上
の
ま
と
ま
り
を
有
す
る
農
用
地
や

土
地
改
良
事
業
の
対
象
地
等
は
農
用

地
区
域
に
含
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

る
た
め
、
事
前
申
出
書
を
提
出
さ
れ

て
も
見
直
し
の
対
象
に
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

※
事
前
申
出
は
、
農
振
法
第
１３
条
第

２
項
に
規
定
す
る
農
振
除
外
の
５
つ

の
要
件
（
①
農
用
地
区
域
以
外
に
代

替
す
べ
き
土
地
が
な
い
こ
と
、②
農

用
地
の
集
団
化
、
農
作
業
の
効
率
化

に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
な
い
こ

と
、
等
）
を
全
て
満
た
す
場
合
に
限

り
、
見
直
し
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

【
農
政
企
画
課
企
画
調
整
係

２
１
４
‐
８
２
６
５
】

仙
台
農
業
振
興
地
域
整
備
計

画
を
見
直
し
ま
す

仙 台 市 農 政 だ よ り

仙
台
市
か
ら
の
お
知
ら
せ

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
農
園

（
市
民
向
け
貸
し
農
園
）を
支

援
し
て
い
ま
す

ｈａ

利用料金

利用できる方

100円/30分（税別）

※10㎏の米で約1時
間強の時間がかかり
ます

市内在住の農業者

農業園芸センターへ
直接予約利用方法

会 場

日 時
9月7日（木）～11日（月）
　　8時30 分～18時
※最終日は13時30 分まで

夢メッセみやぎ
（仙台市宮城野区港３丁目1-7）

・ＪＲ仙石線　中野栄駅から　 徒歩（約15分）
・ＪＲ仙石線　多賀城駅から
　　　　　　　　無料シャトルバス（約13分）
・地下鉄東西線　荒井駅から
　　　　　　　　無料シャトルバス（約16分）
※会場に駐車場はありません。

交 通

仙 台 市 農 政 だ よ り平成２９年８月 第 １９５ 号 　⑵

　農
産
物
か
ら
残
留
基
準
値
を
超
え

る
農
薬
が
検
出
さ
れ
る
等
の
事
故
が

発
生
す
る
と
、
市
内
産
農
産
物
全
体

の
信
用
が
落
ち
る
こ
と
に
つ
な
が
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　安
全
・
安
心
な
農
産
物
を
生
産
す

る
た
め
、
農
薬
は
使
用
基
準
を
遵
守

し
、
飛
散
防
止
策
を
徹
底
す
る
な
ど
、

次
の
事
項
に
注
意
し
て
、
責
任
を

持
っ
て
正
し
く
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

■
ラ
ベ
ル
記
載
事
項
の
確
認
を

　農
薬
ラ
ベ
ル
に
農
林
水
産
省
の
登

録
番
号
が
表
示
さ
れ
て
い
る
農
薬
の

み
使
用
で
き
ま
す
。
ラ
ベ
ル
に
記
載

さ
れ
た
対
象
作
物
と
適
用
病
害
虫
を

確
認
し
、
希
釈
倍
率
、
使
用
時
期
や

総
使
用
回
数
、
使
用
上
の
注
意
事
項

等
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

■
生
産
履
歴
を
保
管
す
る

　農
薬
を
使
用
し
た
年
月
日
、
場
所
、

農
薬
の
商
品
名
、
単
位
面
積
当
た
り

の
使
用
量
又
は
希
釈
倍
率
に
つ
い
て
、

栽
培
履
歴
記
録
簿
等
に
記
帳
し
、
一

定
期
間
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

■
周
辺
環
境
へ
の
配
慮
を

　無
風
又
は
風
が
弱
い
時
を
選
び
散

布
す
る
、
ノ
ズ
ル
の
向
き
に
注
意
す

る
、
飛
散
を
抑
制
す
る
ノ
ズ
ル
を
使

用
す
る
等
、
対
象
外
の
作
物
や
周
辺

へ
の
飛
散
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
人
通
り
が
多
い
場
所
等
で
の

作
業
時
は
、
看
板
設
置
等
で
周
知
を

行
う
な
ど
、
配
慮
し
ま
し
ょ
う
。

■
農
薬
の
事
故
を
防
止
す
る

　作
業
時
に
は
、
マ
ス
ク
や
手
袋
等

を
着
用
し
、
強
風
下
や
長
時
間
連
続

で
の
作
業
を
避
け
、
事
故
を
未
然
に

防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

■
保
管
は
鍵
の
か
か
る
保
管
庫
で

　農
薬
の
保
管
は
必
ず
鍵
の
か
か
る

保
管
庫
で
行
い
ま
し
ょ
う
。
保
管
場

所
に
は
農
薬
の
使
用
状
況
を
記
録
す

る
記
録
簿
を
備
え
、
在
庫
状
況
を
確

認
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
農
薬
は
必
要
と
な
る
時
期
に
必

要
な
量
だ
け
を
購
入
し
ま
し
ょ
う
。

■
万
一
、
身
体
に
異
常
を
感
じ
た
ら

　農
薬
の
中
毒
症
状
は
多
種
多
様
で
、

嘔
吐
、
下
痢
、
腹
痛
、
頭
痛
、
か
ぶ

れ
等
が
あ
り
ま
す
。
散
布
中
や
散
布

後
、
身
体
に
異
常
を
感
じ
た
場
合
、

農
薬
の
容
器
を
持
っ
て
、
た
だ
ち
に

医
師
の
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

【
農
業
振
興
課
生
産
振
興
係

２
１
４
‐
８
３
３
５
】

　光
熱
費
等
の
実
費
負
担
の
み
で
、

農
業
園
芸
セ
ン
タ
ー
加
工
棟
の
米
粉

製
粉
機
が
ご
利
用
で
き
ま
す
。

【
農
業
園
芸
セ
ン
タ
ー

２
８
８
‐
０
８
１
１
】

【
農
政
企
画
課
農
食
ビ
ジ
ネ
ス
推
進
室

２
１
４
‐
８
２
６
６
】

　全
国
和
牛
能
力
共
進
会
は
、
全
国

か
ら
選
抜
さ
れ
た
５
０
０
頭
を
超
え

る
和
牛
が
一
堂
に
会
し
、
そ
の
優
秀

性
を
競
う
全
国
大
会
で
、
第
１１
回
大

会
が
仙
台
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　会
場
で
は
、
全
国
銘
柄
牛
の
大
試

食
会
や
宮
城
県
産
和
牛
と
野
菜
の

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
コ
ー
ナ
ー
の
他
、
宮

城
の
特
産
品
や
お
い
し
い
も
の
が
多

数
並
び
ま
す
。
ま
た
、
和
牛
を
テ
ー

マ
に
し
、
遊
び
な
が
ら
学
べ
る
和
牛

振
興
Ｐ
Ｒ
館
や
多
彩
な
企
画
の
ス

テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
も
見
逃
せ
ま
せ
ん
。

　和
牛
の
新
し
い
魅
力
を
発
見
で
き

る
「
和
牛
の
祭
典
」
で
、
皆
様
の
ご

来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

【
第
１１
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会

　
　
　
　
　
　宮
城
県
実
行
委
員
会

７
１
４
‐
２
９
８
２
】

【
農
業
振
興
課
生
産
振
興
係

２
１
４
‐
８
３
３
５
】

農
薬
は
適
正・安
全
に

　
　
　
　
　
使
い
ま
し
ょ
う

米
粉
製
粉
機
を

　
　
　
　
ご
利
用
く
だ
さ
い

５
年
に
一
度
の
「
和
牛
の
祭

典
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
！


